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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第69期

第３四半期

連結累計期間

第70期

第３四半期

連結累計期間

第69期

会計期間
自　平成27年１月１日

至　平成27年９月30日

自　平成28年１月１日

至　平成28年９月30日

自　平成27年１月１日

至　平成27年12月31日

売上高 （千円） 3,713,892 4,205,007 4,993,508

経常利益 （千円） 277,381 421,775 417,665

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（千円） 181,131 293,521 274,158

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 193,277 291,983 293,672

純資産額 （千円） 2,249,778 2,597,409 2,350,174

総資産額 （千円） 3,989,680 4,594,355 4,072,207

１株当たり四半期（当期）純利益
金額

（円） 10.21 16.54 15.45

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 55.4 55.6 56.7
 

 

 

回次

第69期

第３四半期

連結会計期間

第70期

第３四半期

連結会計期間

会計期間
自　平成27年７月１日

至　平成27年９月30日

自　平成28年７月１日

至　平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 0.59 4.37
 

 

(注)  １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

４ 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益並びに雇用の改善がみられる一方で、個人消費の停

滞、新興国経済の減速等、先行き不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、積極的な営業活動に取り組み、技術開発力の強化、経費の削減等諸施策を

展開いたしました結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高42億５百万円（前年同期比13.2％増）、経常利

益は４億21百万円（同52.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は２億93百万円（同62.0％増）となりまし

た。

 

 
セグメントの業績を示すと次のとおりです。

（鋼製品関連事業）

鋼製品関連事業の売上高は13億85百万円（前年同期比27.6％増）となりました。耐火性だけでなく、情報保護、

防盗性強化等多様化する顧客ニーズに対応するため、操作履歴機能付指紋認証キーボックス、指紋認証耐火金庫、

データメディア耐火金庫等高付加価値製品の販売促進等積極的な営業展開に努めました結果、前年同期実績を上回

りました。

（デンタル関連事業）

デンタル関連事業の売上高は12億28百万円（前年同期比17.0％増）となりました。各種歯科用ユニット等の新規

開拓及び買替需要に対する営業活動等積極的に展開いたしました結果、前年同期実績を上回りました。

（書庫ロッカー関連事業）

書庫ロッカー関連事業の売上高は12億80百万円（前年同期比1.9％増）となりました。札幌工場・川島工場の生産

性向上、新規開拓推進等に努めました結果、前年同期実績を上回りました。

（ＯＡフロア関連事業）

ＯＡフロア関連事業の売上高は92百万円（前年同期比20.6％減）となりました。

（不動産賃貸関連事業）

不動産賃貸関連事業の売上高は１億62百万円（前年同期比2.9％増）となりました。

（その他）

その他の売上高は54百万円（前年同期比16.6％増）となりました。

 
 

（２）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は45億94百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億22百万円増加しまし

た。

（流動資産）
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流動資産は、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金の増加５億10百万円、繰延税金資産の増加38百万円等によ

り、５億58百万円増加し26億66百万円になりました。

（固定資産）

固定資産は、前連結会計年度末に比べ、投資有価証券の減少４百万円、建物及び構築物の減少30百万円、機械装

置及び運搬具の増加64百万円、退職給付に係る資産の減少70百万円等により、36百万円減少し19億27百万円になり

ました。

（流動負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ、支払手形及び買掛金の増加87百万円、未払金の増加43百万円、未払法人

税等の増加53百万円、賞与引当金の増加94百万円等により、３億16百万円増加し17億60百万円になりました。

（固定負債）

固定負債は、前連結会計年度末に比べ、繰延税金負債の減少25百万円等により、41百万円減少し２億36百万円に

なりました。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ、利益剰余金の増加２億49百万円等により、２億47百万円増加し25億97百万

円になりました。

 
（３）事業上及び財務上の対処すべき問題

当第３四半期連結累計期間において、当社の事業及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 
（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間において支出した研究開発費の総額は１億円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 71,000,000

計 71,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成28年９月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成28年11月14日)

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 17,760,000 17,760,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数
1,000株

計 17,760,000 17,760,000 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金増減額

 
(千円)

資本金残高

 
(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成28年７月１
日～　　　平成28年９月

30日
― 17,760 ― 1,090,800 ― 64,000
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

 
① 【発行済株式】

平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  

－ －
  普通株式 12,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,722,000 17,722 －

単元未満株式 普通株式 26,000 － －

発行済株式総数  17,760,000 － －

総株主の議決権  － 17,722 －
 

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券振替機構名義の株式が2,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

２　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成28年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 
② 【自己株式等】

平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）      

日本アイ・エス・
ケイ株式会社

東京都台東区

元浅草2-7-13
12,000 － 12,000 0.07

計 － 12,000 － 12,000 0.07
 

 
２ 【役員の状況】

　　　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第３四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年１月１日から平成28年９月30日まで）の四半期連結財務

諸表について、監査法人日本橋事務所による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 202,597 713,485

  受取手形及び売掛金 ※2  1,568,271 1,553,771

  商品及び製品 136,773 154,832

  仕掛品 26,989 25,957

  原材料 147,054 151,708

  繰延税金資産 24,401 63,108

  その他 2,227 3,764

  貸倒引当金 △156 －

  流動資産合計 2,108,157 2,666,630

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 479,104 448,524

   機械装置及び運搬具（純額） 134,658 199,354

   土地 980,731 980,731

   その他（純額） 6,462 12,454

   有形固定資産合計 1,600,956 1,641,064

  無形固定資産   

   ソフトウエア 4,690 3,512

   電話加入権 7,084 7,084

   無形固定資産合計 11,774 10,596

  投資その他の資産   

   投資有価証券 137,286 132,977

   退職給付に係る資産 129,741 58,780

   敷金及び保証金 83,981 83,996

   その他 310 310

   投資その他の資産合計 351,318 276,064

  固定資産合計 1,964,049 1,927,725

 資産合計 4,072,207 4,594,355
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※2  835,216 922,737

  未払金 159,925 203,451

  未払法人税等 99,202 152,532

  未払消費税等 75,529 39,379

  賞与引当金 44,775 139,412

  その他 228,801 302,842

  流動負債合計 1,443,450 1,760,355

 固定負債   

  繰延税金負債 115,153 90,059

  役員退職慰労引当金 36,983 41,804

  厚生年金基金解散損失引当金 56,239 36,619

  その他 70,206 68,109

  固定負債合計 278,582 236,591

 負債合計 1,722,033 1,996,946

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,090,800 1,090,800

  資本剰余金 64,000 64,000

  利益剰余金 1,116,350 1,365,500

  自己株式 △1,785 △2,164

  株主資本合計 2,269,364 2,518,136

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 40,280 35,454

  その他の包括利益累計額合計 40,280 35,454

 非支配株主持分 40,529 43,817

 純資産合計 2,350,174 2,597,409

負債純資産合計 4,072,207 4,594,355
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 3,713,892 4,205,007

売上原価 2,634,970 2,946,866

売上総利益 1,078,922 1,258,141

販売費及び一般管理費 832,187 874,841

営業利益 246,734 383,299

営業外収益   

 受取利息 1 1

 受取配当金 1,706 1,983

 作業くず売却益 9,390 6,791

 助成金収入 1,500 1,915

 補助金収入 14,970 25,350

 その他 3,418 2,471

 営業外収益合計 30,987 38,514

営業外費用   

 手形売却損 297 37

 その他 43 0

 営業外費用合計 340 38

経常利益 277,381 421,775

特別利益   

 厚生年金基金解散損失引当金戻入額 － 19,620

 特別利益合計 － 19,620

特別損失   

 固定資産除却損 3 －

 特別損失合計 3 －

税金等調整前四半期純利益 277,378 441,396

法人税、住民税及び事業税 148,018 204,853

法人税等調整額 △51,936 △60,266

法人税等合計 96,081 144,586

四半期純利益 181,296 296,809

非支配株主に帰属する四半期純利益 165 3,288

親会社株主に帰属する四半期純利益 181,131 293,521
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益 181,296 296,809

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 11,980 △4,825

 その他の包括利益合計 11,980 △4,825

四半期包括利益 193,277 291,983

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 193,112 288,695

 非支配株主に係る四半期包括利益 165 3,288
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

 
（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動

による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法

に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理

の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させ

る方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度について

は、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替を行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58―２項(4)、連結会計基準第44―５項(4)及び事業

分離等会計基準第57―４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来に

わたって適用しております。

なお、当第３四半期連結累計期間における、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 
（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

当社および国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する

実務上の取扱い」（実務対応報告第32号　平成28年６月17日）を第２四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１

日以後に取得する建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第３四半期連結累計期間における、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 
(追加情報)

 
（厚生年金基金解散時負担金の確定）

当社が加入していた「東京都家具厚生年金基金」は、平成26年９月22日開催の代議員会において特例解散の決議が

なされ、平成26年11月28日付厚生労働大臣の解散認可の後、清算結了へ向け業務が進められていましたが、この度、

同基金代表清算人より「厚生年金基金解散時負担金額」確定の通知を受けました。

これに伴い、当初計上いたしました厚生年金基金解散損失引当金について、確定額との差額19,620千円を取り崩し

特別利益に計上しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

１　受取手形割引高

 

 前連結会計年度
（平成27年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
（平成28年９月30日)

受取手形割引高 －千円 100,014千円
 

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

 

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。
なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が、連結会計年度
末残高に含まれております。

　

 前連結会計年度

（平成27年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

（平成28年９月30日)

受取手形 20,489千円 －千円

支払手形 15,573千円 －千円
 

 

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　平成27年１月１日

至　平成27年９月30日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成28年１月１日

至　平成28年９月30日)

減価償却費 69,122千円 68,617千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年９月30日）

 

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年３月27日
定時株主総会

普通株式 17,749 1.00 平成26年12月31日 平成27年３月30日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年９月30日）

 

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年3月30日定
時株主総会

普通株式 44,370 2.50 平成27年12月31日 平成28年３月31日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他

（注）1
合計

調整額

（注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）3

鋼製品

関連事業

デンタル

関連事業

書庫ロッカー

関連事業

ＯＡフロア

関連事業

不動産賃貸

関連事業
計

売上高           

1.外部顧

客への

売上高

1,085,981 1,049,999 1,256,424 116,982 157,680 3,667,067 46,824 3,713,892 － 3,713,892

2.セグメ

ント間

の内部

売上高

又は振

替高

－ － 7,488 － － 7,488 － 7,488 △7,488 －

計 1,085,981 1,049,999 1,263,912 116,982 157,680 3,674,555 46,824 3,721,380 △7,488 3,713,892

セグメン

ト利益
154,537 56,389 105,628 8,176 115,769 440,502 8,556 449,058 △202,323 246,734

 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工具の販売等を行っております。

２ セグメント利益の調整額△202,323千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成28年１月１日 至 平成28年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他

（注）1
合計

調整額

（注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）3

鋼製品

関連事業

デンタル

関連事業

書庫ロッカー

関連事業

ＯＡフロア

関連事業

不動産賃貸

関連事業
計

売上高           

1.外部顧

客への

売上高

1,385,985 1,228,630 1,280,573 92,917 162,321 4,150,428 54,579 4,205,007 － 4,205,007

2.セグメ

ント間

の内部

売上高

又は振

替高

－ － 12,591 － － 12,591 － 12,591 △12,591 －

計 1,385,985 1,228,630 1,293,165 92,917 162,321 4,163,019 54,579 4,217,599 △12,591 4,205,007

セグメン

ト利益
239,397 145,311 94,122 6,233 125,466 610,531 12,603 623,134 △239,834 383,299

 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工具の販売等を行っております。

２ セグメント利益の調整額△239,834千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間

(自　平成27年１月１日

　至　平成27年９月30日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成28年１月１日

　至　平成28年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額（円） 10.21 16.54

  （算定上の基礎）   

 親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 181,131 293,521

  普通株主に帰属しない金額（千円） － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額（千円）

181,131 293,521

  普通株式の期中平均株式数（千株） 17,749 17,747
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
 

 

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年11月14日

日本アイ・エス・ケイ株式会社

取締役会  御中

 

監査法人日本橋事務所
 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   山　 村　 浩 太 郎 　㊞

 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   遠　　藤　　洋　　一　　㊞

 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士    千　　保　　有　　之　　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本アイ・エ

ス・ケイ株式会社の平成28年１月１日から平成28年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年

７月１日から平成28年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年１月１日から平成28年９月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運営することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本アイ・エス・ケイ株式会社及び連結子会社の平成28年９月30

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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